
大腸内視鏡検査を受けられる方へ 
－マグコロール散を服用される前に、このパンフレットをよくお読みください。 － 

 

★ 受付にこの用紙と保険証をお出しください。 

★ 当日の便の状態により順番が前後する場合があります。ご了承ください。 

多少お待たせすることもありますから、時間に余裕をみておいでください。 

 
◎ 検査について 

この検査は、肛門から内視鏡を挿入して大腸の内腔を

直接観察し、大腸の炎症性の病気（腸のただれ・きず）、

大腸のポリープ、その他を診断する検査です。 

検査は 15～30 分位で終わります。 

 
◎ 検査前の準備について 

大腸内をからっぽにして、検査を行います。 

図のように、大腸の中に食物の残渣（便）が残って 

いると、検査のさまたげになり、検査が受けられな  

かったり、正確な診断が得られないことがあります。 

そのようなことがないように、このパンフレットの

指示を守り、検査にご協力ください。 

 

 

 

 

 
 

年 月 日 時 分までにお越しください。 

〇 できるだけご家族の方などがおられるところでマグコロール散を服用してく

ださい。 

〇 検査 1 週間前からの排便状況をチェックし、マグコロール散の服用前日または

当日に排便のない方はあらかじめ医師または看護師に連絡してください。 

まべ五稜郭消化器・内視鏡クリニック 

〒 

院 

函館市五稜郭町 

長 間 部 克 裕 

サンセイメディカルプラザ２階 

TEL： FAX： 

予約変更・中止はホームページで行うか、 

TEL： まで電話をお願いします。 

※ご都合により、検査が受けられない場合は早めに電話でご連絡ください。 



≪ 食 事 に つ い て ≫ 
 

【検査３日前～２日前】 

〈避けてほしいもの〉タネや消化されず残るもの 

きのこ類、海藻類 （ ひじき、わかめ、昆布、のり巻き） 

繊維の多い野菜類 ほうれん草、白菜、レタス、キャベツ、ごぼう、にんじん、 

サツマイモ、トマト、トウモロコシ、ネギ類 

タネのある果物や野菜 

（ イチゴ、キウイ、メロン、スイカ、ブドウ、トマト など） 

玄米、ごま、しらたき、こんにゃく 

＊上記以外のご飯、肉、魚などは制限なく通常に食べられます。 

【検査前日】 

大腸検査食のみを召し上がりください。 

【検査当日】 

検査当日は絶食です。水分は脱水を防ぐためにしっかりお飲みください。 
 

  
 
 

水 ・ お茶 牛乳などの乳製品 

ウーロン茶 繊維飲料水 
麦茶 果実入飲料 
コーヒー、 紅茶 酒 （アルコール類）
スポーツドリンク 

コーヒー、 紅茶の場合は砂糖はよいが

ミルク、 レモンはぬいてください。 

 

水を入れるときは容器の底を十分に広げてください。 
 

 

マグコロール散の溶かし方・飲み方 

①キャップを開け、約 500mL 

（500 の目盛）の水を入れて

ください。 

②キャップ閉め、左右に

よく振って粉末を十分に

溶かしてください。 

③全量が1800mL（1800 の目盛）

になるまで水を追加してくだ

さい。 

平らなところに置いて1800 の

目盛まで水が入っていることを

確認してください。 



大腸内視鏡検査の準備表 
 

正確な良い診断が受けられるように、準備を確実に行い検査にご協力ください。

指示どおり準備を行い、チェック欄に✓印をつけてください。 

 

時 間 ご 準 備 ﾁｪｯｸ 

 

 

 
検
査

前
日 
（ 

 
 

／ 

 
 

） 

 
 

食 事 

 

 

 
 

検査食（エニマクリンＰＯ）を召し上がりください。 

 

〇 夕食以降、検査まで絶食になります。 
 

〇 水分は十分に摂ってください。 

  

 
 

  

① 水薬(ピコスルファートナトリウム内用液 0.75％） 
 

 1 本をコップ 1 杯 (200mL) 程度の水に入れて 

 飲んでください。 

午後８ 時 ②マグコロール散に水を入れて溶かし、約半分 

 (900mL)を 30 分位で飲んでください。 

 ※特にご高齢の方は、時間をかけてゆっくり飲んで 

 ください。 

検
査

当
日 
（ 

 
 

／ 

 
 

） 

 

朝食・昼食は食べないでください。 
 

 

 
午前６ 時

服用開始 

 

 

  

 

残りのマグコロール散（900mL）を 30 分位で飲んでく

ださい。 

 
※特にご高齢の方は、時間をかけてゆっくり飲んでく

ださい。 

 

◎ マグコロール散の服用時間に関係なく、排便をうながす為に水分をできるだけたくさん

飲んでください。 

◎ 果実の入っていない“あめ”をなめたり、ガムを噛むのは可能です。 
 

メモ 


